
企業理念・CSR方針
　当社グループでは「人間愛」を根本哲学とする企業理念
を制定しています。「人間愛」とは、「相手の幸せを願い、
その喜びを我が喜びとする奉仕の心を以って何事も誠実
に実践する」ことで、全従業員での討議を経て1989年に
制定しました。
　そして、その幸せを願う対象となる重要なステークホル
ダーを「お客様」「従業員」「株主」と定め、お客様満足（CS）、
従業員満足（ES）、株主満足（SS）を達成することが積水
ハウスグループの企業理念を踏まえたCSR方針です。

「ステークホルダーの声」と「社会的影響」に配慮し、マテリアルな側面を特定
　2015年に、GRIガイドライン（G4）の特定標準開示項目
における46側面のうち、30側面をマテリアルな側面と特定
しました。そして2016年には、社会の変化・ニーズなどを
踏まえ、「ステークホルダーの評価や意思決定への影響」と
「会社の経済、環境、社会影響の著しさ」の両面から再分析

優先順位付けに
あたっては「ステー
クホルダーの声や
評価」に関する各
種調査結果やG4
の要求事項と当社
グループの理念、
中期経営計画など
を判断材料としま
した。

「4つの価値」と「13の指針」に基づく
CSRマネジメント
　CS・ES・SSの三位一体の向上に向けて、「サステナブル・
ビジョン」を宣言し、 その実現のため、行動指針となる
「4つの価値」と「13の指針」に基づいて方向性を定めてい
ます。 そして、PDCAのサイクルを確実に回すため、社会
性目標と環境目標を設定し、結果を検証することで活動
内容を毎年見直しています。

目指す姿

■ マテリアルな側面（重要課題）の特定プロセス

■ 「ステークホルダー」と「社会への影響」から見たマテリアルな側面（重要課題） ★が特定した19の側面

原材料
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★調達慣行

★研修および教育

労使関係
人権評価

人権に関する苦情処理制度
労働慣行に関する苦情処理制度
環境に関する苦情処理制度
先住民の権利

児童労働
保安慣行

水

社会への影響に関する苦情処理制度
公共政策
環境全般強制労働

ステークホルダーにとっての重要度

サプライヤーの社会への影響評価

地域での存在感
結社の自由と団体交渉 反競争的行為

地域コミュニティ

★コンプライアンス（社会） ★コンプライアンス（環境）

間接的な経済影響 非差別
腐敗防止

輸送・移動

★生物多様性
★大気への排出

★顧客プライバシー
★多様性と機会均等 ★製品およびサービスの

　ラベリング★経済的パフォーマンス

★排水および廃棄物 ★製品およびサービス（環境）

★労働安全衛生

★エネルギー

★雇用
★コンプライアンス（製品責任）

★投資（人権）

■ 「4つの価値」と「13の指針」

■ 企業理念（1989年1月制定）

人間愛
～私たちの根本哲学～

「人間は夫々かけがえの
ない貴重な存在であると
云う認識の下に、相手の
幸せを願い、その喜びを
我が喜びとする奉仕の
心を以って何事も誠実に
実践する事である」

GRIガイドライン（G4）の特定標準開示項目に
おける46側面の優先順位付け

検討課題の網羅性、バランス、将来
的な重要課題の取り込みを社内で
検討し、グループ内の承認を得ま
した。

19の重要課題に対して、G4の
指標を設定し、開示・レビューを
進めます。

目標設定と
レビュー

ステークホルダーの評価や意思決定への影響
●お客様へのアンケート調査結果（入居後1年）
●従業員のガバナンス意識調査結果
●取引先への調査結果
●SRI等の評価項目
●GRIガイドライン（G4）のSector Disclosureで
　開示が求められている項目

会社の経済、環境、社会影響の著しさ
●企業理念/行動規範/企業行動指針/企業倫理要項
●サステナブル・ビジョン
●中期経営計画
●エコ・ファーストの約束

CSR委員会（会長が委員長）で
審議し、重要課題について承認
を得ました。

グループ内での承認

CSR委員会とCSR推進体制
　当社では、「社外の目」をCSR経営に取り入れ、現在
のCSR活動が社会の常識や期待と合致しているか否か
をチェックしながら、その活動方針を定めていくことで、
グループ全体のCSRへの取り組みを充実させています。
会長兼CEOを委員長として、社内委員のほか、各界の
有識者3人を社外委員として加えた「CSR委員会」を
3カ月に1度開催しています。なお、CSR委員は取締役
会の決議により決定しています。
　CSR委員会の傘下には、二つの「事業部門部会」と六つ
の「専門部会」を設け、活動の推進と徹底を図っています。
事業部門部会の営業部会が本業を通じてのCSR活動の
中核的組織として具体策の立案から結果の検証までを
行っており、これをサポートする形で専門部会がそれ
ぞれのテーマごとに取り組みを進めています。また、事業
所長と連携して事業所内でCSR活動を推進するため、全
事業所にCSR推進委員を配置しています。

★サプライヤーの環境評価 ★顧客の安全衛生
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1 重要課題の
妥当性の確認2 3

し、優先順位付けを行いました。
　その結果、19の項目をマテリアルな側面（下図）と特定。
CSV戦略にも関連する重要側面として、活動に取り組ん
でいきます。CSV戦略とマテリアルな側面との関係は
P.20をご覧ください。

■ CSR推進体制

組織マネジメント

CSR経営の推進
積水ハウスグループはCSRを経営の基本に位置付け、CSV（共有価値の創造）を意識しながら、日々 事業活動にまい進しています。
そのベースとなるのが「サステナブル・ビジョン」を実現するための「4つの価値」と「13の指針」です。
また、具体的活動指針を策定するCSR委員会に社外委員を加え、社外の目をCSR活動に取り入れることで、
活動の充実を図っています。

マテリアルな側面の特定
積水ハウスグループは、ステークホルダーや社会の期待に応えながら本業を通じたCSR活動に注力し、
価値を創造することにより、持続可能な発展を目指しています。
ステークホルダーや社会にとって重要なことは何かを常に意識し活動することが、価値創造につながると考えます。

WEB 関連項目 ｜ マテリアリティの特定WEB 関連項目 ｜ ＣＳＲマネジメント
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● 営業部門への
CSR・環境の
情報共有徹底
と行動推進

● 生き生きと
仕事を進める
ための企画と
推進

施工合理化、
「ゼロエミッション」推進

事業活動を支え、従業員が
誇りを持って安心して
活動できる環境づくり

「エコ・ファースト
の約束」推進

専門部会事業部門部会

環境事業部会

施工・資源循環部会

（事務局）環境推進部

生産部会

本支社部会
コンプライアンス・リスクマネジメント部会
CS、ES、SS向上・社会貢献部会
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重点課題

環境
取り組み・
「グリーン
ファースト
ゼロ」推進

CS、ES、SS
向上
社会貢献

コンプ
ライアンス

営業部会

関係会社
連携部会

CSR室
（事務局）

取締役会
（諮問・提言）

CSR委員会
（委員長 ： 会長 兼 CEO）
（副委員長 ： 社長 兼 COO）

（　　　　　　）モチベーション
とモラルアップ

男女同一報酬

マーケティング・コミュニケーション

サプライヤーの人権評価
サプライヤーの労働慣行評価

真実・信頼
私たちの基本姿勢

私たちの目標 私たちの事業の意義
最高の
品質と技術

人間性豊かな
住まいと環境の創造

私たちの
根本哲学

人間愛

住まい手
価値

サステナブル

環境
価値

経済
価値

社会
価値

生態系

化学物質

資　源
エネルギー

適正利益と社会還元

永続性

快適さ

地域文化と縁起こし

豊かさ

地域経済

知恵と技 共存共栄

人材づくり
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